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【
史
料
紹
介
】
埼
玉
温
泉
こ
と
は
じ
め 

  

 

田
口 

志
織 

 
   

は
じ
め
に 

 

埼
玉
地
域
に
お
い
て
日
本
近
世
の
温
泉
、
湯
治
の
研
究
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
有

名
な
温
泉
地
が
思
い
浮
か
ば
な
い
よ
う
な
地
域
で
、
温
泉
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
展

開
で
き
る
の
か
。
本
稿
は
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
考
察
す
る
第
一
歩
と
し
て
位
置
付
け

る
。 

 

温
泉
の
研
究
は
、
温
泉
に
含
ま
れ
る
成
分
分
析
や
、
そ
の
成
分
が
人
間
の
身
体
に

ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
と
い
っ
た
効
能
に
つ
い
て
の
研
究
、
あ
る
い
は
源

泉
の
利
権
を
め
ぐ
る
研
究
な
ど
、
様
々
な
分
野
か
ら
展
開
し
て
い
る
。 

こ
と
日
本
近
世
史
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
研
究
が
進
展
し
た
。
温

泉
地
、
湯
治
場
と
い
う
空
間
に
つ
い
て
（
１
）

や
、
温
泉
の
経
営
実
態
（
２
）

が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。
温
泉
を
利
用
す
る
人
に
視
点
を
う
つ
す
と
、
大
名
の
湯
治
と
そ
の
意
義

に
つ
い
て
の
研
究
や
（
３
）
、
武
士
と
そ
の
家
族
の
湯
治
研
究
（
４
）

が
さ
れ
て
い
る
。

加
え
て
、
温
泉
地
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
や
、
湯
治
場
で
の
人
々
の
情
報
交
流
の
様

相
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
（
５
）

な
ど
、
多
角
的
な
研
究
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
ま
で
温
泉
経
営
や
温
泉
の
利
用
者
に
つ
い
て
な
ど
の
先
行
研
究
を
見
て
き

た
。
武
士
か
ら
庶
民
ま
で
幅
広
い
層
の
人
び
と
が
温
泉
を
目
指
し
て
旅
を
し
た
こ
と

が
分
か
る
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
に
は
、
と
り
わ
け
庶
民
に
と
っ
て
旅
を
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
近
世
期
は
宿
駅
の
整
備
が
進
み
、
そ
れ
以
前
の
時
代

に
比
べ
る
と
交
通
事
情
が
好
転
し
た
。
旅
を
す
る
際
に
は
往
来
手
形
や
関
所
手
形
の

所
持
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
居
住
地
域
を
越
え
た
移
動
や
身
分
の
証
明
が
可

能
と
な
り
、
道
中
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

支
配
者
層
だ
け
で
な
く
庶
民
に
も
旅
が
浸
透
し
た
（
６
）
。
ま
た
各
地
の
「
道
中
記
」、

「
名
所
図
会
」
や
、
八
隅
蘆
庵
が
記
し
た
「
旅
行
用
心
集
」（
一
八
一
〇
年
）
と
い

っ
た
、
各
地
の
名
所
紹
介
や
旅
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
が
多
数
出
版
さ
れ
た
こ
と
が
、
旅

の
普
及
に
一
役
買
っ
た
（
７
）
。
な
か
で
も
、「
旅
行
用
心
集
」
は
湯
治
に
つ
い
て
触
れ

て
お
り
、
こ
こ
か
ら
湯
治
を
す
る
こ
と
が
旅
の
目
的
な
か
に
、
温
泉
に
入
る
こ
と
が

組
み
込
ま
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。「
旅
行
用
心
集
」
で
は
温
泉
の
入
り
方
を
は
じ

め
、
功
能
、
禁
忌
症
状
、
湯
治
中
に
飲
食
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
な
ど
の
注
意
事
項

を
記
す
。
湯
治
に
つ
い
て
触
れ
る
出
版
物
に
は
こ
の
ほ
か
、
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇

―

一
七
一
四
年
）
の
『
養
生
訓
』（
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
刊
）
が
あ
り
、
温
泉
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一
般
に
つ
い
て
著
さ
れ
た
。
ま
た
、
医
師
の
柘
植
龍
洲
（
一
七
七
〇―

一
八
二
〇
年
）

の
『
温
泉
論
』（
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
刊
）
で
は
温
泉
を
学
問
的
に
考
察
し
、

温
泉
は
身
体
の
養
生
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
は
じ
め
た
。
加
え
て
、「
諸
国
温
泉
功
能

鑑
」
の
よ
う
な
見
立
番
付
が
作
成
さ
れ
、
温
泉
が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
っ
た
。
以

上
か
ら
近
世
の
湯
治
は
、療
養
と
娯
楽
の
両
側
面
を
も
っ
て
人
び
と
に
受
容
さ
れ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。
近
世
一
般
の
温
泉
事
情
が
み
え
た
と
こ
ろ
で
、
現
在
の
埼
玉
県

域
の
人
々
は
、
ど
の
よ
う
に
温
泉
と
関
わ
っ
て
い
た
か
を
み
て
い
く
。 

こ
れ
ま
で
、
日
本
近
世
史
に
お
け
る
温
泉
の
研
究
が
対
象
と
し
て
き
た
地
域
は
、

伊
香
保
・
草
津
（
群
馬
県
）
や
、
浅
間
（
長
野
県
）、
箱
根
（
神
奈
川
県
）、
熱
海
（
静

岡
県
）
と
い
っ
た
、
今
な
お
有
名
な
温
泉
地
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
日
本

国
内
に
は
各
地
に
温
泉
の
源
泉
や
温
泉
宿
が
あ
り
、
埼
玉
の
よ
う
な
一
見
、
有
名
な

温
泉
地
が
思
い
浮
か
ば
な
い
よ
う
な
地
域
に
も
温
泉
は
存
在
す
る
。そ
の
よ
う
な
有

名
な
温
泉
が
無
い
地
域
で
は
史
料
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
前
述
の
よ
う
な
研
究
は

難
し
さ
が
あ
る
。
管
見
で
あ
る
が
、
埼
玉
を
対
象
地
域
と
し
た
近
世
温
泉
の
研
究
は

見
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
埼
玉
県
立
文
書
館
の
収
蔵
資
料
を
中
心
に
、

当
該
地
域
の
近
世
か
ら
明
治
初
期
ま
で
の
温
泉
地
と
、
そ
こ
に
暮
ら
し
た
人
々
の
温

泉
利
用
を
紹
介
し
、
埼
玉
の
温
泉
研
究
の
事
始
め
と
し
た
い
。 

な
お
本
文
中
で
史
料
を
引
用
し
て
い
る
が
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
を
用

い
、
常
用
漢
字
に
な
い
も
の
は
原
則
と
し
て
正
字
を
用
い
た
。
史
料
に
は
適
宜
読
点

を
付
し
た
。
変
体
仮
名
、
合
字
は
史
料
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
欠
字
は
一
文
字
あ
け
、

判
読
が
で
き
な
か
っ
た
文
字
は
「
〇
」
と
し
た
。 

 

一
、
埼
玉
の
温
泉
地 

は
じ
め
に
温
泉
と
は
な
に
か
を
整
理
す
る
。
昭
和
二
三
年
（
一
九
四
八
）
制
定
の

温
泉
法
に
よ
れ
ば
、「
地
中
か
ら
ゆ
う
出
す
る
温
水
、
鉱
水
及
び
水
蒸
気
其
の
他
の

ガ
ス
（
炭
化
水
素
を
主
成
分
と
す
る
天
然
ガ
ス
を
除
く
。）
で
、
別
表
に
掲
げ
る
温

度
又
は
物
質
を
有
す
る
も
の
」
が
温
泉
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
別
表
の
内
容
み
て

み
る
と
、
温
度
は
温
泉
源
か
ら
採
取
さ
れ
る
と
き
の
温
度
が
、
摂
氏
二
十
五
度
以
上

で
、
物
質
の
含
有
量
が
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
中
の
溶
存
物
質
（
ガ
ス
性
の
も
の
を
除
く
）

が
総
量
一
〇
〇
〇
ミ
リ
グ
ラ
ム
以
上
な
ど
と
い
う
よ
う
な
、計
一
九
種
の
う
ち
一
種

を
含
む
も
の
と
し
て
い
る
。 

埼
玉
県
の
温
泉
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
（
二
〇
二
二
）
度
で
は
、
温
泉
地
数
が

二
九
か
所
、
源
泉
総
数
は
一
一
六
か
所
で
、
温
泉
地
で
の
年
間
の
延
べ
宿
泊
数
は
六

八
九
、
四
四
一
人
で
あ
る
。
こ
の
数
値
を
他
の
都
道
府
県
と
比
べ
て
み
る
と
、
温
泉

地
数
は
三
七
番
目
、
源
泉
総
数
は
四
二
番
目
、
年
間
宿
泊
者
数
は
四
〇
番
目
で
あ
る

（
８
）
。
こ
の
数
値
を
み
れ
ば
、
埼
玉
と
温
泉
を
結
び
付
け
て
想
像
が
で
き
な
い
の
も

納
得
で
き
る
。 

 

近
世
の
埼
玉
地
域
に
お
い
て
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
秩
父
地
域
の
秩
父

七
湯
で
あ
る
。
秩
父
七
湯
は
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
』
に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
か
ら

続
く
主
な
鉱
泉
の
総
称
で
、
新
木
鉱
泉
（
現
秩
父
市
山
田
）、
大
指
鉱
泉
（
現
横
瀬

町
）、
鳩
の
湯
（
現
秩
父
市
荒
川
日
野
）、
鹿
の
湯
（
現
同
市
荒
若
白
久
）、
柴
原
鉱

泉
（
現
同
市
荒
川
小
野
原
）、
千
鹿
谷
鉱
泉
（
現
秩
父
市
上
吉
田
）、
梁
場
鉱
泉
（
現

同
市
吉
田
太
田
部
）
の
七
湯
を
さ
す
（
９
）
。
う
ち
大
指
温
泉
は
大
正
一
二
年
（
一
九

二
三
）
の
関
東
大
震
災
で
倒
壊
、
梁
場
鉱
泉
は
昭
和
四
一
年
（
一
九
六
六
）
の
下
久

保
ダ
ム
建
設
に
よ
り
消
滅
、
鹿
の
湯
は
一
九
〇
〇
年
代
後
半
に
閉
鎖
と
な
っ
て
い
る

（
１０
）
。
ま
た
管
見
の
限
り
だ
が
鳩
の
湯
は
平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）
か
ら
平
成
二

七
年
（
二
〇
一
五
）
の
間
に
閉
鎖
し
て
い
る
よ
う
だ
。
続
い
て
こ
れ
ら
鉱
泉
に
つ
い

て
『
武
蔵
国
郡
村
誌
』（
１１
）

を
も
と
に
見
て
い
く
。
な
お
、
鳩
の
湯
に
つ
い
て
は
記
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述
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。 

新
木
鉱
泉
を
引
く
湯
杭
の
湯
は
、泉
質
は
硫
黄
、
銅
鉄
、
石
灰
の
成
分
を
含
有
し
、

疥
癬
や
リ
ウ
マ
チ
、
梅
毒
、
皮
膚
病
な
ど
に
効
果
が
あ
る
。
浴
場
は
五
か
所
あ
り
、

旅
宿
は
一
戸
、
一
年
に
お
よ
そ
千
人
の
入
浴
客
が
い
る
。 

大
指
鉱
泉
を
引
く
大
指
泉
は
、
泉
質
硫
は
黄
、
礦
稍
、
緑
礬
の
成
分
を
含
有
し
、

疥
癬
、
寒
疝
、
リ
ウ
マ
チ
、
痔
、
淋
病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。
浴
場
は
一
か
所
で
、

旅
宿
は
一
戸
、
一
年
に
お
よ
そ
三
五
〇
人
の
入
浴
客
が
い
る
。 

鹿
の
湯
を
引
く
温
泉
は
篠
沢
湯
と
殿
山
湯
が
あ
る
。
前
者
は
泉
質
が
不
詳
で
、
浴

場
が
一
か
所
、
旅
宿
が
一
戸
あ
る
。
後
者
も
泉
質
が
不
詳
で
、
浴
場
小
屋
が
一
か
所

あ
る
の
み
で
旅
宿
は
無
い
。
両
者
一
年
の
入
浴
客
数
は
不
明
だ
が
多
く
は
な
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。 

柴
原
鉱
泉
は
、温
泉
の
不
溶
性
成
分
が
析
出
し
沈
殿
し
た
も
の
で
あ
る
湯
の
花
が

浮
く
温
泉
で
、「
鶏
卵
の
如
き
湯
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
か
ら
、
硫
黄
性
の
泉

質
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
泉
質
は
リ
ウ
マ
チ
、
痔
、
打
身
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。

浴
室
が
三
戸
あ
り
、
一
年
の
入
浴
客
は
三
千
人
で
あ
る
。
ま
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記
』

に
は
、
こ
の
温
泉
が
賑
わ
い
は
じ
め
た
の
は
近
頃
の
こ
と
で
、
年
々
浴
客
が
増
え
て

お
り
、
特
に
三
月
、
四
月
、
六
月
、
七
月
は
入
浴
客
が
大
勢
訪
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
（

１２
）
。 

千
鹿
谷
鉱
泉
を
引
く
千
鹿
湯
は
、
泉
質
は
硫
黄
で
、
皮
膚
の
発
疹
や
で
き
も
の
に

効
能
が
あ
る
。
旅
宿
は
二
戸
あ
り
、
一
年
の
入
浴
客
は
五
百
人
で
あ
る
。 

梁
場
鉱
泉
を
引
く
梁
場
の
湯
は
、
疝
痛
、
中
風
、
腫
物
な
ど
の
諸
症
状
に
効
能
が

あ
り
、
旅
宿
は
二
戸
、
入
浴
客
は
一
年
に
五
十
人
ほ
ど
で
あ
る
。
梁
場
の
湯
に
つ
い

て
は
埼
玉
県
立
文
書
館
の
寄
託
の
新
井
家
文
書
か
ら
も
わ
か
る
。
新
井
家
は
太
田
部

村
で
代
々
名
主
を
、明
治
時
代
に
入
っ
て
か
ら
は
同
村
の
戸
長
を
務
め
た
家
で
あ
る
。 

新
井
家
文
書
か
ら
は
じ
め
に
、
梁
場
の
湯
の
概
要
を
掴
む
こ
と
が
で
き
る
。「
温

泉
取
調
書
上
帳
」（
史
料
一
）
を
み
て
い
く
。 

【
史
料
一
】「
温
泉
取
調
書
上
帳
」、
明
治
六
年
八
月
、
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
、
新 

 

井
家
文
書No.735 

（
前
略
） 

一
、
温
泉
湧
出
起
元
相
分
不
申
候
、 

一
、湯
底
之
義
者
、
石
砂
交
従
前
冷
泉
汲
ニ
テ
、
神
流
川
満
水
之
節
者
石
砂
ニ
テ
捍
、 

埋
立
、
家
流
失
等
之
有
候
、 

一
、
原
泉
壱
ヶ
所
、
右
汲
井
戸
壱
間
半
四
方
、 

一
、
功
能
、
諸
病
平
癒
し
て
土
人
中
伝
ひ
に
御
座
候
、 

一
、
入
湯
諸
病
者
概
数
、
明
治
三
午
年
ゟ
昨
壬
申
年
迄
月
ニ
四
、
五
人
位
ゟ
、
十
四 

五
人
位
、
凡
壱
ヶ
年
分
平
均
、
百
廿
人
位
、 

 

内
、
虚
症
病
者
、
六
歩
、 

 
 
 

疝
気
、
疥ヒ

癬ゼ
ン

、
腫
物
類
之
者
、
三
歩
、 

 
 
 

打
ち
身
、
金キ

ン

瘡ソ
ウ

之
者
、
壱
歩
、 

一
、
温
泉
廃
止
箇
所
、
未
開
カ
サ
ル
場
所
右
之
外
無
御
座
候
、 

一
、
従
前
冥
加
永
弐
百
文
宛
御
上
納
之
処
、
寛
政
年
中
神
流
川
満
水
ニ
付
温
泉
湧
口 

石
砂
ニ
テ
捍
埋
立
、家
弐
軒
流
失
仕
、
文
化
元
年
子
年
右
冥
加
永
御
免
除
相
成
、 

弘
化
四
年
未
年
再
興
、
明
治
三
午
年
御
冥
加
五
百
文
御
願
済
御
上
納
仕
来
申
候
、 

右
之
通
御
座
候
、
以
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
村 

 

明
治
六
酉

年
第
八
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
長 
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新
井
重
一
郎 

熊
谷
県
令
殿 

(

後
略) 

  

史
料
一
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
太
田
部
村
戸
長
の
新
井
重
一
郎
が
、
熊

谷
県
令
河
瀬
秀
治
に
提
出
し
た
、
梁
場
の
湯
の
概
要
を
書
き
記
し
た
も
の
の
控
え
で

あ
る
。 

梁
場
の
湯
に
は
、
明
治
六
年
時
点
で
源
泉
が
一
か
所
あ
る
。
温
泉
の
効
能
は
地
元

の
人
の
言
い
伝
え
で
諸
病
平
癒
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
入
浴
客
数
に
つ
い
て
、
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
）
か
ら
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
ま
で
、
月
に
四
、
五
人
か
ら

十
四
、
五
人
く
ら
い
で
、
年
平
均
で
一
二
〇
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。
病
人
の
内
訳
を

み
る
と
、
虚
症
病
者
（
心
身
の
衰
弱
）
が
六
割
、
疝
気
、
疥
癬
が
三
割
、
打
身
、
切

り
傷
が
一
割
で
あ
る
。
冥
加
は
一
年
に
二
〇
〇
文
を
納
め
て
い
た
が
、
寛
政
年
中
の

神
流
川
の
出
水
に
よ
る
土
砂
災
害
で
、
湯
小
屋
二
軒
が
被
害
に
遭
い
、
そ
れ
に
伴
い

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
に
免
除
と
な
っ
た
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
温
泉
が

再
興
す
る
と
、
明
治
三
年
に
は
冥
加
五
〇
〇
文
を
納
め
る
こ
と
を
申
し
出
て
い
る
。 

次
に
あ
げ
る
史
料
二
か
ら
は
梁
場
の
湯
の
経
営
実
態
が
う
か
が
え
る
。 

 

【
史
料
二
】「
梁
場
薬
水
温
泉
冥
加
永
願
書 

外
質
屋
鍛
冶
屋
冥
加
永（
ひ
か
へ
）」、

明
治
三
年
、
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
、
新
井
家
文
書No.737 

 
 
 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
、 

御
支
配
所
武
州
秩
父
郡
吉
田
村
名
主
重
一
郎
、
村
役
人
小
前
惣
代
百
姓
代
宗
作
奉
申

上
候
、
当
村
之
義
高
八
拾
三
石
五
斗
五
枡
、
家
数
五
拾
弐
軒
有
之
、到
而
邊
鄙
農（
か
）

間
渡
世
無
之
、村
方
ニ
而
先
年
ゟ
神
流
川
縁
字
梁
場
与
申
所
薬
水
湧
出
候
場
温
泉
ニ

以
な
し
右
場
所
ゟ
雨
除
囲
ひ
候
、
立
六
間
、
横
四
間
小
屋
弐
軒
補
裡
有
之
、
薬
水
温

泉
之
義
者
、
諸
病
平
癒
与
て
申
伝
ひ
ニ
而
、
所
〻
ゟ
病
者
立
入
人
訪
、（
中
略
）
其

頃
為
冥
加
永
弐
百
文
宛
御
上
納
仕
候
処
、
寛
政
年
中
神
流
川
満
水
之
節
流
出
致
、
仍

情
冥
加
永
御
免
除
相
願
、
弥
補
裡
候
こ
と
の
無
之
免
處
相
過
罷
在
、
〇
弘
化
四
未
年

先
規
ニ
治
シ
、
右
場
所
江

名
主
重
一
郎
、
組
人
恒
次
郎
相
償
之
上
、
領
主
役
場
江

願
済

之
上
、
温
泉
小
家
弐
軒
取
立
候
処
、
病
者
人
訪
追
々
弥
増
、
村
内
百
姓
混
居
之
と
の

替
〳
〵
罷
出
、
右
渡
世
営
取
続
務
村
内
助
力
ニ
も
相
成
候
間
、
先
年
ニ

基
附
冥
加
永

五
百
文
宛
当
春
ゟ
年
々
御
上
納
仕
度
奉
致
候
、
何
卒
格
別
之
以 

 

御
慈
悲
前
段
願

之
通
皆
（
か
）
済
被
成
下
致
様
奉
願
上
候
、
以
上
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
支
配
所 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
州
秩
父
郡
太
田
部
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

願
人 

 

明
治
三
午

年 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

名
主
重
一
郎 

 
 
 
 
 

六
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
役
人
小
前
惣
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

百
姓
代
宗
作 

 

岩
鼻
県 

 
 

御
役
所 

（
後
略
） 

  

史
料
二
は
、明
治
三
年
六
月
に
名
主
の
重
一
郎
と
村
役
人
小
前
惣
代
百
姓
代
の
宗

作
が
、
岩
鼻
県
へ
梁
場
の
湯
の
冥
加
に
つ
い
て
願
い
出
を
し
た
際
の
控
え
で
あ
る
。

本
史
料
か
ら
は
、
梁
場
の
湯
の
開
湯
起
源
と
温
泉
の
経
営
が
わ
か
る
。 
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梁
場
の
湯
は
、
神
流
川
の
縁
の
梁
場
と
い
う
場
所
か
ら
湧
出
し
た
「
薬
水
」
を
源

泉
と
し
て
開
湯
し
た
。
そ
の
場
所
に
雨
よ
け
の
囲
い
を
作
り
、
湯
小
屋
を
二
軒
建
て

た
。
温
泉
は
諸
病
を
癒
す
と
さ
れ
、
噂
を
聞
い
た
病
人
が
年
々
太
田
部
村
を
訪
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
太
田
部
村
は
辺
鄙
な
場
所
に
あ
り
、
人
々
の
生
活
は
農
業
に
よ
り

営
ま
れ
、
農
閑
期
に
生
計
を
立
て
る
こ
と
が
難
し
い
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

村
に
と
っ
て
、
温
泉
の
開
湯
は
農
業
以
外
で
生
計
を
立
て
る
、
貴
重
な
手
段
と
な
っ

た
。 入

湯
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
に
冥
加
が
課
せ
ら
れ
、一
年
に
二
〇
〇
文
を

上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
寛
政
年
間
に
神
流
川
が
出
水
し
た
こ
と
で
、
温

泉
施
設
が
被
害
を
受
け
る
と
、
冥
加
の
上
納
が
免
除
と
な
っ
た
。
弘
化
四
年
に
重
一

郎
と
組
人
の
恒
次
郎
が
湯
小
屋
を
再
建
す
る
と
、
入
浴
客
が
戻
り
、
そ
れ
ら
人
び
と

の
な
か
に
は
村
内
の
百
姓
に
混
ざ
っ
て
居
住
す
る
者
も
現
れ
た
。
太
田
部
村
は
、
温

泉
の
存
在
が
村
の
経
営
を
支
え
て
い
る
た
め
、
冥
加
を
毎
年
五
〇
〇
文
納
め
る
た
め

営
業
権
を
認
め
る
よ
う
岩
鼻
県
に
訴
え
て
い
る
。
続
く
史
料
三
も
温
泉
の
冥
加
に
関

す
る
内
容
で
あ
る
。 

 

【
史
料
三
】「
温
泉
切
換
願
」、
明
治
八
年
、
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
、
新
井
家
文
書 

 

N
o
.7
3
4 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南
第
拾
壱
大
区
四
小
区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

秩
父
郡
太
田
部
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
八
番
屋
敷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稼
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
澤
栄
吉 

 

亥
ゟ
卯
迄
五
ヶ
年
季 

 
 

 

一
、
温
泉 

 
 
 

此
冥
加
金
壱
円
也
、 

右
者
、
去
明
治
三
午

年
中
、
旧
岩
鼻
県
御
廰
江
奉
願
出
、
午
ゟ
戌
迄
五
ヶ
年
季
稼
方

被 

仰
付
、
是
迄
相
稼
罷
在
候
、
然
処
当
明
治
八
年
季
明
ニ
付
、
高
又
当
亥
年
よ
り

来
卯
年
迄
五
ヶ
年
季
切
替
奉
願
上
、
是
迄
通
り
稼
度
候
、（
中
略
） 

 
 
 

明
治
八
年
五
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
稼
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

米
澤
栄
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

役
人
惣
代 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
井
藤
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
井
重
一
郎 

 
 

楫
取
熊
谷
県
権
令
殿 

  

史
料
三
は
史
料
二
同
様
、
冥
加
に
関
す
る
願
書
で
あ
る
。
明
治
八
年（
一
八
七
五
）

に
冥
加
を
上
納
す
る
期
限
が
切
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
冥
加
を
納
め
た
い
旨
を

願
い
出
て
い
る
。
史
料
二
と
比
べ
る
と
稼
人
の
米
澤
栄
吉
の
名
が
見
ら
れ
、
米
澤
が

実
質
的
な
温
泉
管
理
を
し
て
お
り
、
明
治
六
年
ま
で
に
見
え
た
村
に
よ
る
経
営
と
い

う
形
が
変
化
し
た
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寛
政
期
で
は
二
〇
〇
文
で
あ
っ

た
冥
加
が
年
を
追
う
ご
と
に
、
五
〇
〇
文
、
一
円
と
い
う
よ
う
に
年
々
金
額
が
増
え

て
い
る
。
こ
の
背
景
に
は
浴
客
の
増
加
、
そ
れ
に
と
も
な
う
経
営
が
安
定
し
た
こ
と

が
あ
る
と
い
え
る
。 

 

同
じ
明
治
期
で
も
う
少
し
時
代
を
下
っ
て
み
る
。
史
料
四
は
所
変
わ
っ
て
吉
見
の

温
泉
の
史
料
で
あ
る
。 
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【
史
料
四
】「
吉
見
鉱
泉
略
記
」
、
明
治
二
二
年
、
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
贈
、 

古
沢
家
文
書N

o
.1
3
6
94-

2 

武
蔵
国
吉
見
郡
南
吉
見
村
ニ
湧
出
す
る
鉱
泉
ノ
濫
觴
ヲ
探
ル
ニ
太
古
ヨ
リ
温
泉
ノ

ア
リ
タ
ル
ヿ
ハ
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
抽
澤
村
ノ
條
下
ニ
（
古
ヘ
温
泉
ア
リ
シ
ニ
ヨ
リ

湯
澤
ト
唱
ヘ
シ
ヲ
抽
澤
ニ
改
ム
）
（
現
今
ノ
吉
見
村
ナ
リ
）
ト
ア
リ
、
抑
モ
本
泉
ノ

性
質
タ
ル
曾
テ
泰
西
学
士
「
ド
ク
ト
ル
ヘ
ー
ル
ツ
」
氏
ノ
原
著
大
日
本
温
泉
考
中
ニ

記
載
ス
ル
第
四
種
含
塩
泉
中
ノ
硫
酸
鉱
泉
同
種
ノ
鉱
泉
ナ
リ
、
明
治
二
十
年
三
月
、

正
七
位
河
田
羆
氏
ノ
発
見
ニ
係
リ
タ
ル
ヨ
リ
以
来
試
浴
場
ヲ
建
設
シ
、
遠
近
ノ
患
者

ヲ
シ
テ
入
浴
セ
シ
ム
ル
ニ
、
百
病
癒
サ
ル
ナ
ク
、
依
リ
テ
仝
年
十
月
吉
見
鉱
泉
株
式

会
社
（
日
新
館
）
ヲ
組
織
シ
、
若
干
ノ
資
金
ヲ
合
本
シ
テ
浴
室
客
舎
ヲ
建
築
シ
普
ク

浴
客
ノ
便
利
ニ
供
シ
タ
リ
ト
雖
、
開
業
日
尚
日
浅
ヲ
以
百
事
隔
靴
ノ
虞
ナ
キ
能
ハ
ズ
、

幸
ニ
浴
客
諸
彦
ノ
注
意
ニ
依
リ
、
非
常
ノ
改
良
ヲ
加
ヘ
、
大
ニ
其
面
目
ヲ
整
頓
セ
リ
、 

東
京
衛
生
試
験
所
ノ
分
析
ニ
依
レ
ハ
、
硫
酸
、
亜
爾
加
里
、
挌
魯
兒
、
石
灰
、
珪
酸
、

苦
土
、
鉄
及
礬
土
、
燐
酸
等
ノ
成
分
ヲ
含
有
ス
、 

医
治
効
能
ノ
百
病
中
其
著
シ
キ
モ
ノ
ヲ
挙
レ
ハ
、
脚
気
、
僂
麻
斯
、
胃
弱
、
食
思
欠

乏
、
慢
性
膓
加
答
兒
、
常
習
便
秘
、
慢
性
胃
潰
瘍
、
肝
臓
病
、
脾
臓
、
腫
張
及
腺
病
、

肥
胖
病
、
慢
性
気
管
支
加
答
兒
、
肋
膜
滲
出
物
、
腐
骨
疽
、
仢
僂
病
及
水
腫
病
、
慢

性
滲
出
物
、
水
脈
腺
腫
、
慢
性
子
宮
炎
、
乾
癬
、
汗
ノ
分
泌
過
多
、
黄
班
、
鱗
癬
病

及
腺
病
等
也
ナ
リ
、
（
後
略
） 

明
治
二
十
二
年
三
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
見
鉱
泉
会
社 

  

史
料
四
は
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
吉
見
鉱
泉
会
社
が
発
行
し
た
「
吉
見
鉱

泉
略
記
」
で
、
吉
見
村
（
現
吉
見
町
）
に
新
し
く
開
設
し
た
吉
見
鉱
泉
株
式
会
社
（
日

新
館
）
の
広
報
で
あ
る
。
吉
見
鉱
泉
は
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
に
河
田
羆
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
は
古
く
に
温
泉
が
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
、
温
泉
が
湧
出
す
る
地
域
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
場
所
で
あ
っ
た

（
１３
）
。 

 

泉
質
は
硫
酸
泉
質
で
、
東
京
衛
生
試
験
所
に
分
析
を
依
頼
し
て
い
る
。
脚
気
や
リ

ウ
マ
チ
、
胃
弱
な
ど
百
病
に
効
く
と
い
う
。
温
泉
が
で
き
た
あ
た
り
は
施
設
が
不
十

分
で
あ
っ
た
た
め
、
株
で
資
金
を
集
め
、
宿
泊
や
貸
座
敷
が
で
き
る
ほ
ど
充
実
し
た

施
設
と
な
っ
た
。
後
略
部
に
な
る
が
、
東
京
へ
十
三
里
、
埼
玉
県
庁
へ
九
里
、
川
越

へ
四
里
と
い
っ
た
主
要
都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

民
間
の
会
社
に
よ
る
経
営
色
が
色
濃
く
見
え
る
内
容
で
、東
京
衛
生
試
験
所
に
よ

る
泉
質
の
お
墨
付
き
や
百
病
を
治
す
と
い
う
謳
い
文
句
、
施
設
の
充
実
さ
と
ア
ク
セ

ス
の
明
記
に
よ
り
浴
客
を
呼
び
寄
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
温
泉
経
営
の
様

子
は
先
で
見
た
梁
場
の
湯
と
は
異
な
る
様
相
が
う
か
が
え
る
。
梁
場
の
湯
は
、
支
配

者
層
に
冥
加
を
納
め
る
こ
と
で
営
業
の
権
利
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
、人
び
と
の
評
判

が
広
が
る
こ
と
は
、
近
世
以
来
の
経
営
の
あ
り
か
た
が
見
受
け
ら
れ
る
。
同
時
期
に

存
在
し
た
二
つ
の
温
泉
が
こ
の
よ
う
に
違
う
様
相
を
見
せ
る
の
は
、経
営
主
体
が
村

に
あ
る
か
、
民
間
に
あ
る
か
の
違
い
も
あ
ろ
う
。 

 

二
、
近
世
埼
玉
の
人
々
の
温
泉
旅
行 

 
前
章
ま
で
温
泉
の
経
営
に
つ
い
て
み
て
き
た
。こ
こ
か
ら
は
温
泉
を
利
用
す
る
人

に
視
点
を
移
し
、
史
料
を
紹
介
す
る
。 

 

湯
治
と
は
、
温
泉
に
入
る
こ
と
で
心
身
を
養
う
療
養
方
法
の
一
種
で
あ
る
。
湯
治

は
七
日
間
を
一
回
り
と
し
、
最
大
計
三
回
り
の
二
一
日
間
温
泉
地
に
滞
在
し
、
日
に
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一
か
ら
三
度
の
入
浴
を
繰
り
返
す
。
ま
た
湯
治
に
は
一
夜
湯
治
と
い
わ
れ
る
一
泊
の

み
の
湯
治
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
同
じ
時
期
に
温
泉
を
目
的
と
し
て
旅
行
し
た
二
つ

の
事
例
を
紹
介
す
る
。 

 

一
つ
は
中
奈
良
村
の
野
中
氏
が
二
ツ
嶽
（
現
群
馬
県
伊
香
保
町
）
の
温
泉
地
を
訪

れ
た
事
例
で
あ
る
。
野
中
氏
は
武
州
幡
羅
郡
中
奈
良
村
（
現
熊
谷
市
）
を
開
発
し
、

近
世
に
お
い
て
同
村
の
名
主
や
代
官
、
熊
谷
宿
の
助
郷
惣
代
を
勤
め
た
（

１４
）
。 

 

本
事
例
は
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
の
野
中
家
文
書
内
、「
入
湯
日
記
帳
」（
１５
）

か
ら

わ
か
る
。
「
入
湯
日
記
」
は
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
七
月
一
八
日
か
ら
同
年
八
月

六
日
ま
で
の
記
録
が
記
さ
れ
た
横
半
帳
の
史
料
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
日
記
」
と
し

て
想
像
さ
れ
る
よ
う
な
、
日
付
や
天
気
、
一
日
の
詳
細
な
出
来
事
を
記
す
も
の
で
は

な
く
、
何
日
に
、
ど
こ
で
、
な
ん
の
た
め
に
、
誰
に
、
い
く
ら
の
金
銭
を
支
払
っ
た

か
と
い
う
、
支
出
書
付
で
あ
る
。
表
紙
に
は
、「
嘉
永
三
戌
年 

七
月
十
八
日
出
立
」、

「
入
湯
日
記
」
、「
中
奈
良
野
中
氏
」
と
あ
り
、
作
成
者
は
判
然
と
し
な
い
。
つ
づ
い

て
内
容
を
み
て
い
く
。 

 

七
月
一
八
日
に
中
奈
良
村
を
出
発
。
そ
の
際
笠
一
つ
、
草
鞋
一
足
、
梨
を
一
つ
、

薄
荷
飴
を
買
い
求
め
て
い
る
。
中
山
道
を
群
馬
方
面
に
北
上
し
、
本
庄
で
は
茶
漬
け

を
食
べ
て
休
憩
し
、
岩
鼻
を
渡
河
、
新
町
で
休
憩
を
取
り
、
荷
物
を
預
け
、
高
崎
宿

の
栄
屋
と
い
う
宿
屋
に
宿
泊
し
た
。
翌
十
九
日
は
柏
木
で
休
憩
を
と
り
、
天
神
峠
を

越
え
、
二
ツ
嶽
に
到
着
し
た
の
は
七
月
二
三
日
で
あ
る
。
二
ツ
嶽
で
は
湯
銭
と
し
て

四
拾
八
文
を
二
三
日
と
二
五
日
に
そ
れ
ぞ
れ
支
払
っ
て
い
る
。
こ
の
温
泉
は
蒸
湯
と

し
て
知
ら
れ
、
ら
い
病
や
呑
酸
（
胃
酸
の
逆
流
）、
疝
気
な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
言

わ
れ
る
（

16
）

。
こ
の
二
ツ
嶽
に
は
七
月
二
三
日
か
ら
七
月
二
九
日
ま
で
の
お
よ
そ
七

日
日
間
滞
在
し
、
八
月
一
日
に
は
天
神
峠
。
に
お
り
、
お
そ
ら
く
伊
香
保
方
面
に
移

動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
八
月
五
日
に
は
伊
香
保
を
出
発
し
て
お
り
、

そ
の
夜
は
倉
賀
野
で
一
泊
し
て
い
る
。
八
月
六
日
に
は
倉
賀
野
か
ら
妻
沼
ま
で
船
で

移
動
し
た
と
み
ら
れ
、
記
録
は
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
旅
は
一
回
り
の
湯
治
を
行
っ

た
も
の
で
、
往
復
で
通
る
ル
ー
ト
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
道
中
で
は
手
拭
な
ど
の

土
産
を
買
い
求
め
て
お
り
、
湯
治
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
伊
香
保
な
ど
の
名
所
に
も

立
ち
寄
る
、
娯
楽
的
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
い
え
よ
う
。 

 

も
う
一
つ
の
事
例
は
諸
井
泉
衛
が
川
中
温
泉
を
訪
れ
た
記
録
で
あ
る
。諸
井
泉
衛

は
本
庄
（
現
本
庄
市
）
に
居
を
構
え
た
東
諸
井
家
の
十
代
目
の
当
主
で
、
先
代
の
当

主
仙
右
衛
門
の
家
業
を
継
い
で
、
本
庄
近
在
の
絹
、
太
織
を
買
い
取
り
、
京
都
や
桐

生
で
染
絹
し
た
も
の
を
関
東
一
円
で
販
売
し
、
糸
繭
や
蚕
種
の
販
売
も
行
い
生
計
を

立
て
て
い
た
。
明
治
に
入
る
と
本
庄
郵
便
取
扱
所
を
開
設
す
る
。
泉
衛
は
ま
た
漢
詩

や
和
歌
の
制
作
を
し
、
水
竹
水
竹
書
屋
、
水
石
山
房
な
ど
の
号
を
使
用
し
た
（

１７
）
。

泉
衛
は
嘉
永
三
年
と
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
川
中
温
泉
を
訪
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
先
に
見
た
野
中
氏
の
事
例
が
嘉
永
三
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、嘉
永
三
年
の
記

録
「
温
泉
日
新
録
」
を
み
て
い
く
。「
温
泉
日
新
録
」
は
嘉
永
三
年
八
月
二
八
日
か

ら
同
年
九
月
八
日
ま
で
の
日
記
で
、
竪
帳
の
史
料
で
あ
る
。川
中
温
泉
は
硫
黄
泉
で
、

リ
ウ
マ
チ
や
湿
疹
、
皮
膚
病
、
カ
タ
ル
な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
る
（

１８
）
。「
温
泉

日
新
録
」
の
内
容
を
み
て
い
く
。 

 

【
史
料
五
】「
温
泉
日
新
録
」、
嘉
永
三
年
、
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
、
諸
井
（
三
） 

家
文
書No.5836

）。 
時
嘉
永
三
年
庚
戌
参
秋
念
八
日
、
暁
天
晴
、
茅
亭
発
足
、
跨
駅
馬
行
、
到
新
駅
、
蔵

六
亭
憩
、
岩
鼻
崎
船
過
、
倉
賀
野
宿
到
、
高
崎
宿
前
澤
至
、
緑
長
〇
家
尋
、
油
屋
憩
、

買
馬
柏
木
至
憩
、
水
澤
丸
一
亭
投
宿
、 

同
念
九
日
、
暁
天
発
足
、
岡
崎
新
田
茶
亭
憩
、
五
丁
田
小
松
亭
憩
、
又
買
馬
原
町
到
、
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茶
亭
憩
、
又
買
馬
郷
原
村
過
、
矢
倉
、
岩
下
、
松
尾
過
、
漸
川
中
温
泉
到
、 

建
酉
月
昨
日
、
天
暁
天
、
参
伊
勢
忠
主
、
〇
抔
輩
夜
来
、
湯
中
投
宿
、 

同
二
日
、
前
宵
雨
曇
り
、
午
時
晴
、
湯
守
来
、
煎
茶
話
、
隣
家
寓
屋
境
漸
〳
〵
残
、

増
利
七
之
妻
来
話
、
此
夜
得
一
一
吟
句 

 
 

川
中
温
泉
秋
夜
即
事 

窓
下
夢
醒
、
歌
枕
柱
風
吹
雨
響
〇
頭
起
来
、
開
屋
山
月
潤
水
磷
〻
鼓
作
流
、 

（
後
略
） 

  

史
料
五
は
「
温
泉
日
新
録
」
の
冒
頭
部
分
で
、
川
中
温
泉
（
現
群
馬
県
東
吾
妻
市
）

ま
で
の
道
中
が
記
さ
れ
て
い
る
。
泉
衛
は
八
月
二
八
日
に
本
庄
の
自
宅
を
出
発
し
、

岩
鼻
崎
を
渡
船
し
、
倉
賀
野
、
高
崎
、
柏
木
を
経
て
、
水
沢
で
一
泊
す
る
。
翌
二
九

日
に
岡
崎
新
田
、
五
丁
田
、
原
町
、
郷
原
村
、
矢
倉
、
岩
下
、
松
尾
を
経
て
、
川
中

温
泉
に
到
着
す
る
。
移
動
手
段
は
、
徒
歩
、
馬
、
船
で
あ
る
。
川
中
温
泉
に
い
つ
ご

ろ
ま
で
滞
在
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
湯
治
場
で
の
過
ご
し
方
は
入
浴
を
し
つ

つ
、
知
人
と
交
流
し
て
い
る
様
子
が
見
え
る
。
ま
た
漢
詩
も
作
成
し
て
お
り
、
川
中

温
泉
の
秋
夜
に
つ
い
て
、
夜
半
の
月
が
輝
き
、
川
の
水
が
鼓
の
音
に
聞
こ
え
る
と
い

っ
た
地
域
の
豊
か
な
自
然
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
、
近
所
を
散
策
し
、
道
中
の
道
草

を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
な
ど
し
て
過
ご
し
て
い
た
よ
う
だ
。
入
浴
し
て
い
る
よ
う
だ
が
記

録
は
わ
ず
か
で
、
知
人
と
の
旧
交
を
温
め
て
い
る
。 

嘉
永
六
年
の
記
録
で
あ
る
「
川
中
温
泉
日
新
」
は
八
月
一
四
日
か
ら
同
月
二
二
日

ま
で
の
記
録
で
、
「
温
泉
日
新
録
」
と
類
似
の
ル
ー
ト
で
川
中
温
泉
ま
で
行
き
、
い

つ
ま
で
滞
在
し
た
か
も
不
明
で
あ
る
。
登
山
や
知
人
と
の
交
流
、
近
所
を
散
策
し
、

山
菜
や
雑
草
の
採
取
を
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
嘉
永
三
年
、
六
年
の
記
録
か
ら
は
、

泉
衛
の
湯
治
は
療
養
的
な
湯
治
と
い
う
よ
り
は
、
人
々
と
の
交
流
や
趣
味
を
行
う
な

ど
、
娯
楽
と
し
て
の
側
面
が
強
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。 

 

以
上
二
つ
の
事
例
を
見
て
き
た
。
同
時
期
に
同
じ
方
面
の
温
泉
に
向
か
う
旅
で
あ

っ
て
も
、
目
的
が
異
な
り
、
偏
に
温
泉
旅
行
と
い
っ
て
も
性
格
が
変
化
す
る
こ
と
が

分
か
る
。熊
谷
と
本
庄
と
い
う
地
域
の
旅
先
地
域
は
、
中
山
道
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

か
つ
あ
ま
り
遠
方
で
は
な
い
と
い
う
点
か
ら
、
群
馬
方
面
が
選
ば
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
。 

 

三
、
お
わ
り
に 

 

以
上
、
埼
玉
の
温
泉
に
つ
い
て
、
埼
玉
に
あ
る
温
泉
地
と
、
埼
玉
の
人
々
の
温

泉
旅
行
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
史
料
を
紹
介
し
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
秩
父
郡

太
田
部
村
の
梁
場
温
泉
を
中
心
に
、
秩
父
七
湯
の
一
端
を
見
た
。
周
囲
を
山
林
が

囲
む
秩
父
地
域
に
お
い
て
、
田
畑
や
木
炭
、
養
蚕
業
、
織
物
業
な
ど
の
限
ら
れ
た

資
源
で
生
活
を
つ
な
い
で
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
資
源
の
一
つ
に

温
泉
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
今
回
わ
か
っ
た
。
病
気
に
悩
む
人
々
が
梁
場
温
泉
を
訪

れ
、
村
人
は
浴
客
の
た
め
に
施
設
を
整
備
し
、
温
泉
の
権
利
を
得
る
た
め
に
冥
加

を
納
め
、
神
流
川
の
氾
濫
と
い
う
災
害
に
遭
い
な
が
ら
も
温
泉
の
経
営
を
続
け
よ

う
と
し
て
い
る
人
々
の
姿
が
史
料
を
か
ら
浮
か
び
あ
が
っ
た
。
ま
た
被
災
し
た
際

に
は
冥
加
が
免
除
さ
れ
て
お
り
、
今
後
他
の
史
料
を
あ
わ
せ
て
分
析
す
る
と
、
支

配
者
の
「
御
救
」
の
一
端
が
伺
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
明
治
に
入
り
、
支
配
者
が

変
わ
る
た
び
に
温
泉
経
営
を
続
け
る
た
め
に
冥
加
を
納
め
る
と
い
う
願
い
を
出
し

て
い
る
。
そ
こ
か
ら
は
温
泉
か
ら
得
ら
れ
る
利
益
が
少
な
く
な
い
こ
と
が
い
え

る
。 

 

吉
見
鉱
泉
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
言
及
が
広
告
か
ら
の
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

が
、
泉
質
の
保
証
や
施
設
整
備
、
主
要
都
市
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
明
記
し
、
集
客
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を
狙
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 
こ
れ
ら
二
つ
の
温
泉
は
異
な
る
経
営
を
し
て
お
り
、
梁
場
の
湯
が
冥
加
を
納
め

る
こ
と
で
の
営
業
、
吉
見
鉱
泉
は
株
に
よ
る
資
金
集
め
に
よ
っ
て
施
設
を
整
え
、

経
営
を
す
る
と
い
う
現
代
の
民
間
企
業
に
近
い
経
営
を
し
て
い
る
。
経
営
を
始
め

た
時
期
の
違
い
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
母
体
が
村
か
民
間
か
に
よ
る
違
い
が
大
き

い
。
今
回
の
分
析
は
限
ら
れ
た
史
料
で
行
っ
て
い
る
た
め
、
両
者
の
温
泉
地
と
も

さ
ら
に
史
料
調
査
を
す
す
め
た
い
。 

 

後
者
に
つ
い
て
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
史
料
に
お
い
て
は
、
近
世
埼
玉
の
人
々

が
目
指
す
温
泉
地
は
群
馬
の
伊
香
保
方
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
こ
ち
ら
に

つ
い
て
は
諸
井
泉
衛
が
現
在
の
本
庄
市
域
、
中
奈
良
村
野
中
氏
が
現
在
の
熊
谷
市

域
に
居
住
し
て
い
た
た
め
、
あ
ま
り
遠
方
で
は
な
い
群
馬
方
面
に
向
か
っ
た
と
推

測
す
る
。 

明
治
初
期
の
事
例
を
挙
げ
る
が
、
比
企
郡
番
匠
村
（
現
と
き
が
わ
町
）
の
医
師
小

室
元
貞
は
、
伊
豆
、
熱
海
方
面
を
旅
し
、
温
泉
に
も
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
彼
が
記
し

た
記
録
か
ら
は
温
泉
の
縁
起
や
成
分
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
１９
）
。

明
治
に
入
り
、
鉄
道
の
敷
設
や
人
力
車
の
誕
生
に
よ
り
交
通
網
が
発
展
し
、
ま
た
関

所
が
撤
廃
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
人
々
の
旅
が
よ
り
気
軽
な
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
背
景
か
ら
元
長
は
伊
豆
、
熱
海
方
面
を
目
指
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

最
後
に
冒
頭
の
課
題
に
立
ち
か
え
る
。
本
稿
を
通
し
、
有
名
な
温
泉
地
が
無
い
と

い
う
よ
り
は
、
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
評
価
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。
近
世
の
埼

玉
で
は
温
泉
の
経
営
が
た
し
か
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
れ
ゆ
え
温
泉
の

研
究
は
可
能
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ど
の
よ
う
な
研
究
展
開
が
望
め
る
か
に
つ

い
て
は
、
先
行
研
究
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
温
泉
経
営
と
い
う
視
点
で
研
究
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
埼
玉
の
人
々
が
ど
の
温
泉
に
向
か
っ
た
か
と
い
う
視
点
か
ら
の

研
究
も
可
能
で
あ
る
。
埼
玉
の
温
泉
を
訪
ね
る
記
録
が
あ
れ
ば
、
埼
玉
の
温
泉
の
諸

相
に
つ
い
て
よ
り
克
明
に
描
け
る
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
史
料
を
発
掘
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

 

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、執
筆
に
あ
た
る
史
料
調
査
に
お
い
て
埼
玉
県
立
文
書
館

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  註 （
１
）
山
本
英
二
「
自
然
環
境
と
産
業 

近
世
の
温
泉
」、
井
上
勲
編
『
日
本
の
時
代
史
二
九 

日
本 

史
の
環
境
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。 

（
２
）
高
橋
陽
一
『
近
世
旅
行
史
の
研
究 

信
仰
・
観
光
の
旅
と
旅
先
地
域
・
温
泉
』、
清
文 

堂
出
版
、
二
〇
一
六
年
。
荒
武
賢
一
朗
「
近
世
の
温
泉
経
営
と
村
落
社
会
」、
荒
武
賢
一 

朗
・
野
本
禎
司
・
藤
方
博
之
編
『
み
ち
の
く
歴
史
講
座 

古
文
書
が
語
る
東
北
の
江
戸 

時
代
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
。 

（
３
）
門
屋
光
昭
「
南
部
領
の
温
泉
と
湯
治
に
つ
い
て
」、『
岩
手
史
学
研
究
』
六
五
、
一
九
八 

一
年
。
浪
川
健
治
「
支
配
と
統
合
の
論
理
と
象
徴―

南
部
利
視
の
「
御
忍
湯
治
」
を
め 

ぐ
っ
て―

」、『
自
然
・
人
間
・
文
化―

地
域
統
合
と
民
俗
統
合―

』、
二
〇
〇
一
年
。 

（
４
）
鈴
木
則
子
「
幕
末
沼
津
藩
に
お
け
る
湯
治
の
諸
相―

『
水
野
伊
織
日
記
』
の
分
析
か
ら―

」、 

日
本
温
泉
文
化
研
究
会
編
『
湯
治
の
文
化
誌 

論
集
【
温
泉
学
Ⅱ
】』
、
岩
田
書
院
、
二
〇 

一
〇
年
。 

（
５
）
内
田
彩
「
温
泉
情
報
の
柳
津
か
ら
み
る
江
戸
時
代
後
期
の
「
湯
治
」
の
変
容
に
関
す
る
研 

究
」、『
観
光
研
究
』
二
三
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年
。 

（
６
）
原
淳
一
郎
『
江
戸
の
寺
社
め
ぐ
り 

鎌
倉
・
江
ノ
島
・
お
伊
勢
さ
ん
』、
吉
川
弘
文
館
、
二 

〇
一
一
年
。
深
井
甚
造
『
江
戸
の
旅
人
た
ち
』、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
。 

（
７
）
高
柳
友
彦
『
温
泉
旅
行
の
近
現
代
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
三
年
。 
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（
８
）
環
境
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
令
和
４
年
度
温
泉
利
用
状
況
」、 

U
R
L:

 h
tt
ps
:/
/w
ww
.e
nv
.g
o.
jp
/n
a
tu
re
/o
ns
en
/p
df
/4

-
 
5
_p
_1
.p
d
f
 

（
二
〇
二
五

年
一
月
八
日
最
終
閲
覧
） 

（
９
）「
秩
父
七
湯
」
、『
日
本
歴
史
地
名
体
系 

第
11
巻 

埼
玉
県
の
地
名
』、
六
三
二
頁
、
平
凡
社
、 

一
九
九
三
年
。 

（
１
０
）
観
光
庁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
秩
父
温
泉
郷 

秩
父
温
泉
の
概
要
・
歴
史
」、 

U
R
L:

ht
tp
s:
//
ww
w.
ml
it
.g
o.
jp
/t
a
ge
ng
o
-
db
/R
1-

01
22
1.
ht
ml

 

（
二
〇
二
五
年
一 

月
八
日
最
終
閲
覧
）。
な
お
『
日
本
歴
史
地
名
体
系
』「
秩
父
七
湯
」
の
項
（
注
９
）
で 

は
、
大
指
温
泉
が
消
滅
し
た
理
由
を
湧
出
量
減
少
と
記
し
て
い
る
。 

（
１
１
）
埼
玉
県
編
『
武
蔵
国
郡
村
誌 
第
七
巻
』、
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
九
五
四
年
。 

（
１
２
）
蘆
田
伊
八
編
『
大
日
本
地
誌
体
系
⑱ 

新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

第
十
二
巻
』、
雄
山
閣
、 

一
九
八
一
年
。 

（
１
３
）
蘆
田
伊
八
編
『
大
日
本
地
誌
体
系
⑯ 
新
編
武
蔵
風
土
記
稿 

第
十
巻
』、
雄
山
閣
、
一

九
八
一
年
。 

（
１
４)

 

埼
玉
県
立
浦
和
図
書
館
編
『
野
中
家
・
新
井
家
文
書
目
録
』
、
埼
玉
県
立
浦
和
図
書

館
、
一
九
七
二
年
。 

 

（
１
５
）
中
奈
良
野
中
氏
「
入
湯
日
記
帳
」、
嘉
永
三
年
、
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
、
野
中
家
文

書N
o.

23
43

。 

（
１
６
）
中
島
尚
友
「
群
馬
県
管
内
鉱
泉
一
覧
表
」、
明
治
一
八
年
、
埼
玉
県
立
文
書
館
寄
託
、

諸
井
（
興
）
家
文
書N

o.
17
3

。 

（
１
７
）
埼
玉
県
立
文
書
館
編
『
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵
目
録
第
５３
集 

諸
井
（
三
）
家
文
書

目
録
』、
埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
一
四
年
。 

（
１
８
）
同
注
１
６
。 

（
１
９
）
埼
玉
県
教
育
委
員
会
編
『
埼
玉
県
史
料
叢
書
２４ 

小
室
家
文
書
三 

五
代
小
室
元
長
日 

記
』、
埼
玉
県
、
二
〇
二
二
年
。 

 

参
考
文
献 

・
井
上
勲
編
『
日
本
の
時
代
史
二
九 

日
本
史
の
環
境
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
。 

・
高
橋
陽
一
『
近
世
旅
行
史
の
研
究―

信
仰
・
観
光
の
旅
と
旅
先
地
域
・
温
泉―

』、
清
文
堂
出 

版
、
二
〇
一
六
年
。 

・
田
代
脩
・
塩
野
博
・
重
田
正
夫
・
森
武
『
埼
玉
県
の
歴
史
』、
山
川
出
版
、
二
〇
一
五
年
（
一
九 

九
九
年
初
版
）。 

・
日
本
温
泉
文
化
研
究
会
編
『
湯
治
の
文
化
誌 

論
集
【
温
泉
学
Ⅱ
】
』、
岩
田
書
院
、
二
〇
一
〇 

年
。 

・
水
野
由
紀
子
編
『
日
本
史
の
な
か
の
埼
玉
県
』、
山
川
出
版
社
、
二
〇
二
三
年
。 
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